
9月22日（火）　2026年度秋季リーグ戦第３節３回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

阪公大 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

大工大 0 0 1 0 0 0 1 1 X 3

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 根来 4 3 2 1 1 右 岡田 4 4 1 0

2 遊 林 3 3 2 0 2 二 前田 3 4 1 0

3 左 上岡 3 3 0 0 3 一 平山 4 1 1 1

4 一 菱田 3 4 0 0 4 指 哘崎 1 3 0 0

5 右 徳山 2 3 0 0 打指 山口 3 1 1 1

右 野田 3 1 0 0 5 左 藤本 1 3 1 0

6 指 前田 4 4 1 0 走左 木本 1 1 1 0

7 二 荻沢 3 3 0 0 6 捕 岡村 4 2 0 0

8 三 田中大 3 3 0 0 7 三 比嘉 2 2 1 1

打 高田 2 1 0 0 8 遊 東野 2 3 0 0

9 捕 小田 3 3 2 0 9 中 福留 2 3 0 0

投 利川 3 – – – 投 宮内 2 – – –

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 庄田 1 – – –

11 4 1 1 0 31 7 1 野口 3 – – –

岩﨑 2 – – –

三振 四死球(故)犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

5 3(1) 2 1 2 27 7 3
合計

合計
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【投手成績】 【投手成績】
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利川 8 106 32 27 7 5 3(1) 3 2 宮内 3 45 13 12 4 6 1 0 0

合計 8 106 32 27 7 5 3(1) 3 2 庄田 2 26 8 8 3 2 0 1 0

野口 2 26 7 6 0 2 1 0 0

岩﨑 2 40 8 5 0 1 2 0 0

合計 9 137 36 31 7 11 4 1 0

【戦評】

２戦目で掴み取った勝利を胸に、なんとしてでも２つ目の勝ち点を獲得しようと、総力戦で臨みました。

初回、先頭の根来（経４・府立生野）が内野安打で出塁すると、林（工３・大阪明星）も安打で続きます。無死一二塁の好機を迎えるも、三者連続三振に倒れます。

一方、本日先発の利川（経３・西大和学園）は、先頭打者を三振に打ち取ります。次打者に安打を放たれ、暴投や内野ゴロの間に三塁へと進まれますが、最後は打ち取って無失点に抑えます。２回には、安打を許しながらも、後

続を併殺打に打ち取る好投をみせます。

２回には前田（現４・須磨学園）、３回には小田（医３・一条）が安打を放ち出塁しますが、後続が絶たれ、得点には至りません。

３回裏、失策により出塁を許すと、盗塁を決められ一死二塁。その後三振に打ち取るも、続いて適時二塁打を浴び、１点を先制されます。

反撃を見せたい阪公大打線は５回表、一死から小田が安打で出塁すると、相手投手の一塁牽制悪送球の間に三塁へと進みます。ここで打席に立った根来の適時打で１点を返し、試合を振り出しに戻します。続く林も安打を放ちま

すが、追加点とはなりません。

引き続きマウンドに上がる利川は、４〜６回を無失点に抑え、攻撃へと流れを託します。

しかし６・７回は、代わった相手投手を前に凡打に抑えられます。８回表、先頭の林は四球を選ぶと、上岡（工３・泉陽）の送りバント・菱田（農３・関西大倉）の内野ゴロの間に三塁へ進み、二死三塁のチャンスを作ります。

しかし、あと一本が出ず得点を決められません。

守備では７回裏、先頭打者に安打を許すと盗塁・送りバント・スクイズによって１点を奪われます。さらに８回、一死から二塁打を放たれると、続く打者に適時打を浴びて１点を追加されます。しかし根来の好返球もあり、この

回最少失点で切り抜けます。

最後の望みをかけた9回の攻撃、荻沢（経３・富山県立高岡）が四球を選んで出塁するも、後続を打ち取られ、試合終了。１－３で敗戦いたしました。


